
国語－１（第１学年） 読んだ本について好きなところを紹介する事例 

【学習活動の概要】 

１ 単元名  本の小箱を作ってお気に入りの本を紹介しよう          
２ 単元の目標 

  自分の好きな本を見付けながら，本や文章を選んで読むとともに，場面の様子について人物の行動や

会話の描写に着目し，想像して読むことができる。  

３ 評価規準 

【国語への関心・意欲・態度】 
・大好きな本を楽しんで読んだり，作品に対する思いが伝わるように紹介したりしようとしている。 
【読む能力】                               

 ・好きな場面を見付けて，登場人物の行動や会話に着目して想像を広げて読んでいる。 
・好きな物語を読み，紹介したい本や文章を選んでいる。 
【言語についての知識・理解・技能】 

 ・文末の表現に注意して，敬体で書かれた文章に読み慣れている。 

４ 教材 

  文学的な文章の教科書教材  低学年向けの，繰り返しや場面の様子がおもしろい物語の本 
５ 主な学習活動 

（１）単元の指導計画（全１０時間） 

 学 習 活 動 言語活動に関する指導上の留意点 

第

一

次 
② 
 
第

二

次 
④ 
 
 
 
第

三

次 
④ 

・今までに読んだ好きな本を持ち寄って，題名と登場

人物を中心に紹介する。 

 ・教師による本の紹介を聞き，「本の小箱」を作って，
“お気に入りの本を紹介しよう”という学習のめあ

てをもつ。 
・前時に提示した小箱のつくりを，教材文と照らし合

わせながら確かめる。 

・教材文の読み聞かせを聞き，大好きな場面を紹介し

合う。 

・教材文を再読し，好きなところを見付けながら，小

箱の中に入れるカード類を作っていく。 

 
・自分のお気に入りの本を選び，前時までの学習を生

かして本の小箱を作る。（本時８／１０） 

・自分が作った本の小箱を提示しながら本の紹介をす

る。 

・教師は教科書教材の出典となる絵本を紹

介する。 

・好きな本の登場人物やあらすじ，お気に

入りの場面などを紹介する「本の小箱」

のモデルを提示する。 

・与えられた場面を読み取るのではなく，

第三次で必要となる，「登場人物の行動

や会話に着目して想像して読む」「好き

な場面を見付けて読む」「好きな場面を

紹介する」などの読む能力を育成できる

ようにする。 

 

・第二次で学習してきたことを，自分で選

んだ本の小箱づくりに生かして紹介でき

るようにする。 

（２）本時の学習 

   教材文と並行して読んできた本の中から自分のお気に

入りの本を選び，再読しながら，小箱に入れる絵カードと

「おすすめカード」を作る。 

 １ お話を紹介するのに大切だと思うもの（主人公などの登

場人物，登場人物が持っているものや大事なもの，登場人

物が行く場所や住んでいるところ，繰り返し出てくるもの

など）を見付ける。 
２ お話の一番好きなところとその理由を書いて小箱に入

れる「おすすめカード」を作る。             大好きな物語を紹介する「本の小箱」 
 ※「おすすめカード」を作る際には，好きな場面を紹介するために，選んだ本や文章を繰り返し読ん

でいく。 

 



【解説】 

【指導事例と学習指導要領との関連】 

○ 小学校学習指導要領・国語の第１学年及び第２学年「Ｃ読むこと」の指導事項「ウ 場面の様子につい

て，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。」と指導事項「カ 楽しんだり知識を得たりする

ために，本や文章を選んで読むこと。」を取り上げている。 

その際，「Ｃ読むこと」の言語活動例「オ 読んだ本について，好きなところを紹介すること。」を通し

て指導することにより，指導の効果を高めた事例である。 
 
【言語活動の充実の工夫】 

○ 本事例は，「お話の好きなところを見付けて読む」という，児童の思考が活発にはたらく場を設定した上

で，単元を通して場面の様子について登場人物の行動や会話などに着目して想像を広げて読むことを繰り

返し位置付けたものである。 

従来の指導では，教材を場面ごとに読み取った後に本を紹介することが位置付けられることが多かった。

その指導過程では，「本の紹介」が付加的に位置付けられることとなるため，教材文を読む際に，「お話の

好きなところを見付けて読む」という思考や判断を働かせることが難しい状況が見られた。より効果的な

指導を行うためには，「読んだ本について好きなところを紹介する」ことが，本や文章を選んで読む能力や，

場面の様子について，人物の行動を中心に想像を広げて読む能力の育成につながるようにすることが大切

である。そこで，単元を通じて「本の好きなところを紹介する」という言語活動を位置付け，読む能力を

確実に指導できるよう工夫している。本事例は，以下のように構想されたものである。 

①単元で指導すべき能力の確定 

  まず，当該単元で付けたい能力は何かを，年間指導計画や児童の実態を踏まえ確定する必要がある。本

事例では「Ｃ読むこと」の指導事項ウ，カを重点的に指導する。 

②言語活動の確定 

続いて，①で確定した能力を指導するのにふさわしい言語活動を決める。本事例では，言語活動例オに

示す言語活動を具体化した「本の小箱」づくりを位置付けている。 

③言語活動を通して指導する国語の能力のより具体的な把握 

  ②で確定した言語活動を行うに当たり，必要な能力を明らかにすることで，付けたい力を一層明確にす

る。本事例では，「読んだ本の好きなところを紹介する」ために，お気に入りの本や文章を選んで読んだり，

好きな場面を見付けたり，その理由を考えるために人物の行動に着目して何度も読み返したりする能力と

なる。 

④具体的な能力を育成するための指導過程の構築 

上記③で挙げた能力を，単元を通して確実に身に付けられるように指導過程をつくる。例えば，下図の

ように，導入の学習において教師の読み聞かせなどを通じて，選書するモデルを示したり，関連する本を

並行的に読書することを位置付けたりすることが考えられる。また展開部においては，好きなところを見

付けるために場面の様子や人物の行動に着目して読むことが考えられる。言語活動を基点に，付けたい力

を明確化して授業構想することが，指導過程を改善する大きな鍵となる。 
（「C読むこと」第１・２学年ウ・カを重点に指導する単元の一例） 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類： ③，⑤ 

導入 
・読み聞かせ（選書モデル提示） 
・読書・学習経験の想起 
・課題を設定する。 
  シ リ ー ズ な ど の 

展開 
・ストーリー展開のおもしろさ，好きな場面や人

物の行動を見付けて読む。 
・本や場面を選んだ理由を考える。 
並 行 読 書 

発展 
・自分が選んだ本の好き

なところを紹介する。 

 

子ども自身の課題意

識を膨らませる導入

学習 

この言語活動の遂行には「本を選ぶ力」

「好きなところを意識して読む力」「スト

ーリー全体を楽しむ力」等が必要 

読む能力の基盤として

の選書の機会と読書量

を確保 


